
          

２
年
災
害
科
学
科 

有
珠
山
巡
検 

５
月
８
日
か
ら

10
日
の
３

日
間
、
２
年
７
組
災
害
科
学
科

３
名
が
北
海
道
を
訪
れ
ま
し

た
。
室
蘭
栄
高
校
と
合
同
で

有
珠
山
が
噴
火
し
た
と
き
の

災
害
跡
地
を
巡
り
、
火
山
災

害
の
知
見
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
行
程
の
３
日
目
に
は
室
蘭

工
業
大
学
を
訪
れ
、
教
授
や

学
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
タ
マ
ネ
ギ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析

実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

■
早
坂 

至
恩
（２
年
７
組 

し
ら
か
し
台
中
出
身
） 

今
回
の
洞
爺
湖
ジ
オ
パ
ー

ク
巡
検
で
は
、
ま
ず
、
噴
火
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
旧
洞
爺

湖
幼
稚
園
や
第
二
展
望
台
で

の
噴
石
に
よ
る
建
物
の
被
害

や
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
じ 

た
国
道
の
段
差
を
観
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ-

Ｂ
火
口
の

表
面
温
度
や
中
の
温
度
を
調
べ
、
有
珠
山
が
現
在
で
も
火

山
活
動
を
す
る
活
火
山
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

有
珠
山
の
歴
史
や
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

■
大
堀 

楓
河
（２
年
７
組 

塩
竈
一
中
出
身
） 

室
蘭
工
業
大
学
で
、
先
生
方
や
学
生
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
電
気
泳
動
の
実
験
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
電
気
泳
動
と
は
、
拡
散
を
そ
の
大
き
さ

に
応
じ
て
分
離
さ
せ
る
方
法
で
、
品
種
改
良
を
行
う
と
き

に
も
使
う
そ
う
で
す
。
実
験
で
は
非
常
に
繊
細
な
作
業
を

行
う
の
で
、
と
て
も
集
中
力
が
必
要
で
し
た
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
専

用
の
容
器
に
移
し
電
気
を
流
す
と
、
き
れ
い
に
分
か
り
や
す

く
分
離
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
マ
ネ
ギ
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
抽

出
す
る
実
験
も
行
い
ま
し
た
。
純
粋
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
す
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。 

今
回
の
実
験
の
内
容
は
、
１

年
生
で
生
物
基
礎
を
学
ん
で

い
た
お
か
げ
で
あ
る
程
度
は

理
解
で
き
ま
し
た
が
、
や
は
り

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

く
ら
し
と
安
全
Ａ
特
別
授
業 

Ｄ
Ｉ
Ｇ 

災
害
図
上
訓
練 

５
月
29
日
、
く
ら
し
と
安
全
Ａ
の
特
別
授
業
「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災

害
図
上
訓
練
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
師
に
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
寺
脇
氏

を
お
招
き
し
、
２
学
年
全
員
に
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
や
多
賀
城
市
で
発
生
し

た
過
去
の
災
害
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
洪
水
・
土
砂
災
害
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
Ｄ
Ｉ
Ｇ
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
設
定
や
地
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
避

難
を
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

近
年
日
本
各
地
で
は
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
い
つ
そ

う
い
っ
た
災
害
が
自
分
の
地
域
で
発
生
す
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
設
定
を
自
分
の
地
域
に
状
況
を
置 

き
換
え
る
な
ど
し
て
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
、
自

助
・
共
助
に
繋
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

■
生
徒
の
感
想 

◎
マ
ッ
プ
に
印
を
つ
け
て
い

く
と
、
危
険
な
場
所
が
明
ら

か
に
な
り
、
避
難
ル
ー
ト
が

見
直
し
や
す
い
と
思
っ
た
の

で
、
自
分
の
家
で
も
や
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

◎
避
難
の
仕
方
を
考
え
た

と
き
、
皆
違
っ
た
方
法
を
考 

え
て
い
て
、
そ
の
ほ
う
が
安
全

に
避
難
で
き
る
な
ど
別
の
考

え
方
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

◎
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ
て
最

適
な
避
難
方
法
と
い
う
の
は

変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
臨
機
応
変
に
行
動
し
、

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

令
和
元
年
度 

県
総
体
結
果
報
告 

弓
道
部
男
子
団
体
第
２
位
！
☆
東
北
大
会
出
場 

山
岳
部(

男
・女)

第
３
位
！ 

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子
団
体 

対
古
川
工
〇 

対
高
専
広
瀬
〇 

対
仙
台
南×

 

ベ
ス
ト
16
！ 

男
子
個
人 

星
・伊
藤 

対
仙
台
三
〇 

対
生
文
大
高×

 

佐
藤
・境 

対
古
川
工
〇 

対
石
巻
北×

 

高
木
・鈴
木 

対
泉
〇 

対
ウ
ル
ス
ラ
〇 

対
東
北×

 

黒
瀧
・望
月 

対
石
巻
北
〇 

対
育
英
〇 

対
東
北×

 

女
子
団
体 

対
本
吉
響
〇 

対
東
北×

 

女
子
個
人 

佐
々
木
・佐
藤 

対
仙
台
三×

 

木
村
・佐
藤 

対
気
仙
沼
〇 

対
涌
谷×

 

◆
剣
道 

男
子
団
体 

 
 

対
亘
理
〇 

対
宮
城
水
産
〇 

対
向
山
○ 

対
仙
台
一×

 

ベ
ス
ト
16
！ 

女
子
団
体 

高
専
名
取
〇 

対
東
陵×

 

予
選
２
位 

◆
弓
道 

男
子
団
体 

第
２
位 

東
北
大
会
出
場
！ 

女
子
団
体 

２
回
戦
敗
退 

個
人 村

上 

準
々
決
勝×

 

他
男
女
各
一
次
及
び
二
次
予
選
敗
退  

◆
柔
道 

 

男
子
個
人 

男
子
66
キ
ロ
級 

西
塚 

対
亘
理×

 

男
子
100
キ
ロ
級 

長
谷 

対
高
専
名
取×

  

◆
卓
球 

男
子
団
体 

対
石
巻×

 

女
子
団
体 

対
宮
城
一
〇 

対
迫
桜×

 

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

男
子
団
体 

対
登
米
総
合×

 

女
子
団
体 

対
仙
台
二
〇 

対
仙
台
一×

 

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

女
子 

対
大
河
原
商
業
〇 

対
桜
坂
高
校×

 

◆
テ
ニ
ス 

男
子
団
体 

対
気
仙
沼×

 

女
子
団
体 

対
富
谷
〇 

対
育
英×

 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

男
子 

対
生
文
大
高×

 

女
子 

対
大
河
原
商
業×

 

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

対
大
河
原
商
業×

 

◆
山
岳 

男
子 

第
３
位
！ 

 

女
子 

第
３
位
！ 

 

■
弓
道
部
部
長 

大
江 

健
太 

（３
年
５
組 

多
賀
城
中
出
身
） 

男
子
弓
道
部
は
昨
年
の
県
新

人
大
会
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
目
標
に
日
々
練
習
を
重

ね
、
地
区
総
体
、
そ
し
て
県
総

体
に
臨
み
ま
し
た
。 

 

結
果
と
し
て
は
地
区
総
体
は

団
体
で
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
県
総
体
は

団
体
準
優
勝
で
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し 

た
。
し
か
し
、
東
北
総
体
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
三
年
生
は
最
後
の
大
会
と
し
て
、
二
年
生
は
今

年
の
新
人
大
会
と
来
年
の
総
体
を
見
据
え
た
大
会
と
し
て

も
う
一
度
気
を
引
き
締
め
、
東
北
総
体
に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

県
総
体
の
応
援
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
北
総
体
の
応
援
、
並
び
に
今

後
の
弓
道
部
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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